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2008年9月中間期決算の概要（単体）20082008年年99月中間期決算の概要（単体）月中間期決算の概要（単体）

（記載金額、比率は単位未満を切り捨て表示しております）
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０８年９月中間期決算の特色０８年９月中間期決算の特色

単体自己資本比率（速報値）は１２．６３％（ＴｉｅｒⅠ比率１１．７０％）を確保
～０８年９月期から「基礎的内部格付手法」を採用～

有価証券評価損益

 

９１３億円を確保

預金平残５兆２，９２９億円、対前年同期＋３２８億円（年率＋０．６％）
～個人預金末残

 

３兆７，１１０億円、対０８年３月末＋３７６億円～

与信費用１１６億円（対前年同期＋７億円）
不良債権比率５．８４％（対０８年３月末＋０．２８ポイント）

～景気後退による取引先財務内容の悪化、都市部等の不動産会社等の破綻による～

有価証券減損額５５億円計上（対前年同期＋５０億円）
～海外金融市場の混乱に伴い外国債券関係の減損額が４２億円、国内株式減損額は７億円～

コア業務純益２０４億円（対前年同期▲３２億円）
中間純利益３１億円（対前年同期▲６６億円）

～有価証券減損処理、与信コスト計上により利益減少～
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０８年９月中間期損益状況０８年９月中間期損益状況
（億円）

０８年度

中間期

０７年度

中間期
増減

経常収益 ７３１ ７７１ ▲４０

業務粗利益 ４８０ ５４８ ▲６７

資金利益 ４４１ ４５０ ▲８

役務取引等利益 ６２ ７５ ▲１２

その他業務利益 ▲２５ １９ ▲４５

国債等債券損益 ▲３１ １３ ▲４４

経費 ３０７ ２９８ ９

人件費 １５５ １４８ ７

物件費 １３４ １３３ １

コア業務純益 ２０４ ２３６ ▲３２

実質業務純益 １７３ ２４９ ▲７６

一般貸倒引当金繰入 ９ ３３ ▲２３

業務純益 １６３ ２１６ ▲５２

臨時損益 ▲１１０ ▲５２ ▲５７

株式等損益 ６ ９ ▲２

不良債権処理額 １０７ ７５ ３１

経常利益 ５２ １６３ ▲１１０

中間純利益 ３１ ９７ ▲６６

与信関連費用 １１６ １０８ ７

有価証券関係損益 ▲２４ ２２ ▲４６

０８年度中間期
損益の状況

国内部門資金利益
貸出金利息 ＋８０５百万円

平残要因

 

▲４２百万円

 

利回要因

 

＋８４７百万円

有価証券利息・配当金 ▲８２４百万円
平残要因

 

▲２０１百万円

 

利回要因

 

▲６２３百万円

預金利息 ＋１，３６２百万円
平残要因

 

＋５４百万円

 

利回要因＋１，３０８百万円

主に株式市況の低迷に伴う投資信託等の販売手数料減少

海外金融市場の混乱に伴う外国債券等の減損処理額の増加

対前年同期約２００名増加（平残ベース）により人件費増加

景気後退に伴う取引先の業況悪化、および８月以降、都市
部等の不動産会社等破綻の影響を受けた取引先等の業況
悪化により増加
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主要勘定の状況（貸出金／有価証券主要勘定の状況（貸出金／有価証券／預金／預金））

貸出金 ０６／上 ０７／上 ０８／上

貸出金（半期ベース平残） ３８，６８２ ３９，６７５ ３９，５３１

内、長野県内 ２５，１２７ ２４，８５８ ２４，２２８

貸出金利回り（全店） １．８３ ２．０４ ２．０６

有価証券 ０６／上 ０７／上 ０８／上

有価証券（半期ベース平残） １４，１０１ １３，８６０ １３，６８２

評価損益（満期保有含む・期末時点） ２，４４８ ２，４０５ ９１３

有価証券利回り（全店） １．７８ １．８６ １．５４

預金 ０６／上 ０７／上 ０８／上

預金（半期ベース平残） ５１，０６８ ５２，６０１ ５２，９２９

内、長野県内 ４６，３２８ ４７，２９２ ４８，２２８

預金等利回り（全店） ０．１５ ０．３８ ０．３４

20,000

40,000

06/上 07/上 08/上

長野県 長野県外

12,000

14,000

06/上 07/上 08/上

有価証券平残

対前年同期▲１４３億円（年率▲０．３％）
消費者向けは、対前年同期＋１４７億円の９，４３６億円（年率＋１．５％）

対前年同期▲１７８億円（年率▲１．２％）
評価益は９１３億円（株式１，１２１億円、債券▲５７億円、その他▲１５１億円）

対前年同期＋３２８億円（年率０．６％）
個人預金は、対前年同期＋１，０７２億円の３７，０３７億円（年率＋２．９％）

40,000

60,000

06/上 07/上 08/上

長野県 長野県外

（億円・％）

（億円）

（億円・％）

（億円・％）

（億円）

（億円）
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０８年９月中間期０８年９月中間期 有価証券損益状況有価証券損益状況

08年9月中間期

有価証券減損

国債等債券償却 ４７

債務担保証券

（シンセティックＣＤＯ）
１８

外国企業債券 １４

リーマン債 ８

モノライン保証債

Ｊ－ＲＥＩＴ投資口
７

株式等償却（政策株式） ７

合計 ５５

銘柄数 減損前簿価

（評価損益考慮前）

減損処理額 減損後簿価

（評価損益考慮前）

評価損益

 

（減損後）
期中売

 

却損益
裏付・参照債務

シンセティックＣＤＯ １１ ９，９２０ ▲１，８２３ ８，０９７ ▲９７６ ▲２４４ 海外企業ＣＤＳ（１１）

ＣＬＯ・ＣＢＯ ５ ３，８９７ ０ ３，８９７ ▲２２７ ０
海外企業ローン・社債

 

（４）国内企業社債（１）

ＡＢＳ（金銭債権） ２ ９３３ ０ ９３３ ０ ０
国内クレジットカード

 

（１）オートローン（１）

ＣＭＢＳ １５ ８，５４７ ０ ８，５４７ ▲１０２ ０
国内商業用不動産

（１５）

ＣＤＯエクイティ １ １，０００ ０ １，０００ ▲９４ ０ 国内優良企業（１）

計 ３４ ２４，２９８ ▲１，８２３ ２２，４７５ ▲１，３９９ ▲２４４

証券化商品保有状況と評価損益、実現損益
（億円）

（百万円）

銘柄数 減損前簿価

（評価損益考慮前）

減損処理額 評価損益（減損後） 期中売買損益 分配金 実現損益計

ＦＴＤ債 ４ ８，０００ ０ ▲５３１ ０ ― ０

金利仕組債 １ ３，０００ ０ ▲１８ ０ ― ０

モノライン保証債 １ ５１７ ▲２０７ ０ ０ ― ▲２０７

Ｊ－ＲＥＩＴ投資口 １１ １２，７６６ ▲４９７ ▲２，２８１ ▲１４５ ３３０ ▲３１３

Ｊ－ＲＥＩＴ投資法人債 １ ９９７ ０ ▲２１０ ０ ― ０

ヘッジファンド １９ ６５，５４７ ０ ▲５，０６４ ▲８３ ５３ ▲２９

不動産私募ﾌｧﾝﾄﾞ ３ ７５１ ０ ０ ０ ３ ３

純投資ＰＥ等 ５ ３，３９４ ０ ０ ０ ９８ ９８

リレバンＰＥ等 ９ ３，０３３ ０ ０ ０ ▲３１３ ▲３１３

海外ＰＥ １ ５４０ ０ １６ ０ １８ １８

計 ５５ ９８，５４９ ▲７０４ ▲８，０９０ ▲２２９ １９０ ▲７４３

ファンド・仕組債等保有状況と評価損益、実現損益 （百万円）

※組合出資形式でのファンド投資における償却額は、分配金とネットしている。

 

※実現損益には、調達コスト・債券利息は含まない。
※ＣＤＯの減損処理は、「格付」を考慮せず、時価のみで判断。
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不良債権不良債権・与信コストの推移・与信コストの推移

08年9月中間期
業種・地域別

与信コスト発生状況

県内 県外 計

製造業 ５１２ １，６９４ ２，２０７

建設業 ９１５ ５７０ １，４８６

卸売業 ５３８ ５９１ １，１２９

小売業 ▲２８ ２０７ １７９

不動産業 １，８６７ ２，３７９ ４，２４５

サービス業 １８ ９４０ ９５８

その他 １，０２１ ４５２ １，４７３

計 ４，８４６ ６，８３２ １１，６８０

注：部分直接償却は実施しておりません。
部分直接償却：自己査定により回収不可能または無価値と判定された担保・保証付き債権等に
ついて、債権額から担保の評価額及び保証による回収が可能と認められる額を控除した残額を
取立不能見込額として、債権額から直接減額すること。

０６年度 ０７年度 ０８年度

上期 上期 上期

一般貸倒引当金繰入額 ▲５３ ９ ３３ ▲２５ ９

不良債権処理額 １１０ ２７６ ７５ ２５６ １０７

与信コスト ５７ ２８５ １０８ ２３１ １１６

与信コスト率

 

※ ０．７２ ０．５７

０６年度 ０７年度 ０８年度

上期 上期 上期

破産更生等債権 ３９７ ５０２ ５０８ ４９２ ５０６

危険債権 ８６２ ９０４ ９２２ ９８３ １，０８３

要管理債権 ４０５ ５６０ ５７７ ７９０ ７６５

合 計 １，６６６ １，９６６ ２，００８ ２，２６６ ２，３５６

不良債権比率 ４．１４ ４．８１ ４．９２ ５．５６ ５．８４

部分直接償却を

 
実施した場合 ３．７１ ４．１８ ４．２７ ４．９０ ５．１３

不良債権残高の推移
（金融再生法開示債権ベース）

与信コストの推移

（億円・％）

（億円・％）

（百万円）

※与信コスト率

 

：

 

与信費用÷総貸出金残高（平残）

県外取引および県外に本社を置く
不動産業者に対する与信コストが大幅に増加
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自己資本比率の状況自己資本比率の状況

０７／９ ０８／９

（速報値）

増減
（対前年同期）

０８／９

（速報値）

増減
（対08/9 ＳＡ）

自己資本比率 １３．７９％ １２．３９％ ▲１．４０ １２．６３％ ＋０．２４

ＴｉｅｒⅠ比率 ９．７７％ １０．２６％ ＋０．４９ １１．７０％ ＋１．４４

自己資本額 ４，９９５ ４，３７８ ▲６１７ ３，８２３ ▲５５５

ＴｉｅｒⅠ ３，５４０ ３，６２７ ＋８７ ３，５４４ ▲８３

ＴｉｅｒⅡ １，５１１ ７９６ ▲７１５ ４１６ ▲３８０

控除項目 ５６ ４５ ▲１１ １３７ ＋９２

リスクアセット ３６，２２１ ３５，３２１ ▲９００ ３０，２６７ ▲５，０５４

信用リスク ３４，２０４ ３３，２７９ ▲９２５ ２８，２２５ ▲５，０５４

ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾅﾙ・ﾘｽｸ ２，０１７ ２，０４２ ＋２５ ２，０４２ ―

ＳＡ基準 ＦＩＲＢ基準 （億円・％）

自己資本比率算定方法を「基礎的内部格付手法」へ変更（０８年９月当局承認）

長期格付け 備考

スタンダード＆

プアーズ（Ｓ＆Ｐ）
Ａ 依頼格付け

格付投資

情報センター（Ｒ＆Ｉ）

Ａ＋

（発行体格付）
依頼格付け

格付け状況（08年9月末）

ＴｉｅｒⅠ比率は１１．７０％（ＦＩＲＢ基準）と充実

ＴｉｅｒⅡ４１６億円 ⇒ 期末有価証券評価損益の４５％
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2008年度通期業績予想と主要計数（単体）20082008年度通期業績予想と年度通期業績予想と主要計数（単体）主要計数（単体）
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０８年度通期業績予想０８年度通期業績予想

コア業務純益 ０６年度 ０７年度
０８年度

見込み

通期 ４６８ ４８１ ３９５

（中間） （２１９） （２３６） （２０４）

0

300

600

06年度 07年度 08年度見込

通期 中間

（億円）

当期純利益 ０６年度 ０７年度
０８年度

見込み

通期 ２２２ １９０ ３３

（中間） （１１０） （９７） （３１）

コア業務純益は資金利益及び役務取引等利益の減少などにより対前年８６億円減少
当期純利益はコア業務純益の減少、有価証券関係損益縮小等により対前年１５７億円減少
年間配当額は業績連動配当に基き、１株当たり５円（中間期２円５０銭実施）を予定

0

200

400

06年度 07年度 08年度見込

通期 中間

（億円）

経常利益

0

100

200

06年度 07年度 08年度見込

通期 中間

年度 ０３ ０４ ０５ ０６ ０７ ０８予定

金額（年間配当） ６円 6.5円 ７円 ９円 ８円 ５円

配当性向（％） 14.4 13.2 13.6 21.3 22.1

配当の推移【配当方針】

当期純利益２００億円までは配当性向２０％を目安とし、当期純

 

利益が２００億円を上回る場合には、その上回り部分の３０％を

 

目安に加算して配当をいたします。
（１株当たりの配当の下限：年間５円）

当期純利益コア業務純益

経常利益 ０６年度 ０７年度
０８年度

見込み

通期 ３６３ ３２２ ５５

（中間） （１７９） （１６３） （５２）

（億円）（億円）（億円）

（億円）
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利回り利回り・利鞘／経費の見通し・利鞘／経費の見通し

利回りと利鞘の推移

（全店）
０６／下 ０７／上 ０７／下 ０８／上

０８／下

見込み

資金運用利回 １．９９ ２．０２ ２．０５ １．９０ １．８４

資金調達利回 ０．４０ ０．４７ ０．４８ ０．３８ ０．４０

総資金粗利鞘 １．５８ １．５４ １．５７ １．５１ １．４３

利回りの推移

（国内部門）
０６／下 ０７／上 ０７／下 ０８／上

０８／下

見込み

資金運用利回 １．６８ １．７８ １．７７ １．７８ １．７３

貸出金利回 １．９１ ２．００ ２．０５ ２．０５ ２．０４

有価証券利回 １．２７ １．５１ １．３４ １．４０ １．３１

資金調達利回 ０．１５ ０．２３ ０．２７ ０．２８ ０．３０

預金等利回 ０．１３ ０．２２ ０．２６ ０．２７ ０．２８

（％）

経費の見通し ０６年度 ０７年度
０８年度

見込み
増減

人件費 ２８７ ２９７ ３０６ ＋９

物件費 ２６７ ２６５ ２８０ ＋１５

コア業務粗利益OHR（％） ５５．４ ５５．０ ６０．８ ＋５．８

人件費 対前年＋９億円
人員増加に伴い増加

物件費 対前年＋１５億円
外注委託費＋６億円
・クレジットカード本体発行「ＨaLuCa」投資
・インターネットバンキングセキュリティ強化
減価償却費＋２億円

金融市場の混乱に伴う市場運用収益の低下の一方、
営業態勢強化や効率化に伴う投資によりコア業務粗

 
利益OHRは上昇。

今後、投資効果により比率低下を図る。

（億円）

1.57 1.56
1.47

1.0

1.5

2.0

06 07 08見通し

（％）

通期総資金粗利鞘推移（全店）

利下げによる影響は軽微
（下期資金利益への影響は３億円程度）

利鞘低下⇒有価証券運用収益の低下による
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不良債権・与信コストの見通し不良債権・与信コストの見通し

200

250

300

06年度 07年度 08年度見込

1,500

2,000

2,500

07/9 08/3 08/9 09/3見込

０７／９ ０８／３ ０８／９ ０９／３見込

破産更生等債権 ５０８ ４９２ ５０６ ４００

危険債権 ９２２ ９８３ １，０８３ １，０５０

要管理債権 ５７７ ７９０ ７６５ ５５０

合計 ２，００８ ２，２６６ ２，３５６ ２，０００

総与信残高比 ４．９２ ５．５６ ５．８４ ５．００

不良債権残高の見込額
（金融再生法開示債権ベース） （億円・％）

０６年度 ０７年度 ０８年度見込

上期

一般貸倒引当金繰入額 ９ ▲２５ ９ １９

不良債権処理額 ２７６ ２５６ １０７ ２１７

与信コスト ２８５ ２３１ １１６ ２３６

与信コスト率 ０．７２ ０．５７

与信コストの見込額
（億円・％） （億円）

（億円）

０８年度上期からの景気後退に伴う資産劣化の状況を踏まえ、
直近の金額ベースの格付遷移率等（※期間０７年１０月～０８年９月）を使用し、今後一年間の与信費用を試算

与信コストの見通し

与信コスト

 

08年度下期

 

約１２０億円（保守的に試算）

※与信コスト率

 

：

 

与信費用÷総貸出金残高（平残）
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０８年度通期

 

有価証券損益見込額

下期見通し 通期見通し 要 因

債券関係損益計 ▲３１ ▲６２

ヘッジファンド ▲２５ ▲２５ １０月以降の価格下落による売却損

シンセティックＣＤＯ ▲１０ ▲２８ １０月以降の価格下落による減損

外国企業債券 １０ ▲４ 時価回復による上期減損分の戻入益

リーマン債 ▲１ ▲８ リーマン債償却

Ｊ－ＲＥＩＴ ▲１２ ▲１８ 評価損銘柄の一部処分による売却損

その他損益 ７ ２２ 国債売却益等

株式関係損益計 ▲３９ ▲３３

株式売却損益 ▲１８ ▲５ 評価損銘柄の一部処分による売却損

株式償却 ２１ ２８ 政策株減損（日経平均９，０００円水準）

有価証券の見通し有価証券の見通し

厳しい運用環境のなか、ポートフォリオの再構築を図る

（億円）
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個人分野個人分野

07/3 07/9 08/3 08/9 09/3見込

公共債 4,118 4,296 4,285 4,293 4,322

投資信託 2,859 3,094 2,515 2,305 1,900

外貨預金 169 165 218 218 250

生命保険

（保険料時価ベース）
860 1,010 1,098 1,233 1,449

合 計 8,006 8,567 8,116 8,050 7,921

07/3 07/9 08/3 08/9 09/3見込

個人円貨預金 35,698 35,874 36,515 36,891 37,480

消費者ローン 9,247 9,417 9,463 9,485 9,628

内、住宅関連ローン 8,234 8,433 8,511 8,554 8,684

預金・貸出金の見通し

個人向け投資型商品残高の見通し

06/下 07/上 07/下 08/上 08/下見込

公共債 2 1 1 1 1

投資信託 22 20 10 9 6

内、信託報酬 8 7 6 4

外貨預金 5 5 5 5 6

生損保 8 11 11 10 13

合 計 38 38 28 25 27

投資型商品収益の見通し

（億円・末残）

（億円）

（億円・末残）

個人生涯取引の基盤を構築

クレジットカード本体発行「ＨａＬｕＣａ」（ハルカ）

１０月時点契約獲得件数

 

約３，８００件

０９年３月末獲得数

 

３万件目標

個人インターネットバンキング 地銀トップクラス

０８年９月末

 

契約件数

 

１１４千件

無通帳口座「〈ｅ－リヴレ〉（イーリヴレ）」
７月発売開始

 

（「ｅ」＝エコロジー・エレクトロニクス）
非対面取引強化（ｲﾝﾀｰﾈｯﾄﾊﾞﾝｷﾝｸﾞ契約必須）

住宅ローン利用者向けサービス

「ハッピーエブリデー」７月取扱開始

各種優待・割引サービス「Club Off」会員資格を付与

お客さまへ高い付加価値を提供

軸足を借換需要取込みへシフト

環境配慮商品・サービス
１０月

 

エコ定期預金「地球（ほし）の未来」
【じゅうだん会共同企画商品】

０９年１月
住宅ローン環境サポートキャンペーン開始予定

「グリーン電力証書」進呈
【地銀住宅ローン共同研究会共同企画】

800

1,000

1,200

07/9 08/3 08/9

（百件）
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法人分野法人分野

07/3 07/9 08/3 08/9 09/3見込

長野県内事業エリア
（長野・新潟・岐阜）

15,291 14,903 14,628 14,060 13,890

内、中小企業向け 12,559 12,153 11,947 11,612 11,550

事業性先数 25,138 24,794 24,938 24,816

長野県外事業エリア
（東京・埼玉・群馬・愛知・大阪）

12,471 12,689 12,954 13,716 14,160

内、中小企業向け 3,736 3835 3,879 4,122 3,850

事業性先数 2,773 2,860 2,948 2,914

06/下 07/上 07/下 08/上 08/下見込

ｼ･ﾛｰﾝ、私募債、ﾌｧｸﾀﾘﾝｸﾞ 556 593 673 690 625

Ｍ＆Ａ、ﾋﾞｼﾞﾈｽﾏｯﾁﾝｸﾞ等 85 242 115 107 145

デリバティブ 448 428 560 219 600

貸出金の見通し

役務収益の見通し

（億円・末残）

（百万円）

保証協会保証付融資の推進

08年9月末

 

09年3月末見込

末残３，０３２億円

 

⇒

 

３，２５０億円
県内付保率約２３％

 

⇒

 

２５％以上
08年9月末

県内保証協会利用シェア（金額）

 

５１．４％

県内「ビジネスローンセンター（ＢＬＣ）による
融資獲得の強化

07年度下期

２０１件/７１３百万円

08年度上期

３９２件／１，５５４百万円

急激な円高リスクに対するヘッジニーズ拡大
デリバティブ収益（金利デリバ含む）
08年度下期見込

 

６００百万円
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経営戦略経営戦略経営戦略
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中小企業支援の強化①中小企業支援の強化①
０８年１０月

 

融資戦略会議（委員会）設置

外部環境の変化に即応し機動的な当行の「融資戦略」を協議・決定

長野県内

長野県外

企業再建支援態勢の強化

貸出金ポートフォリオの見直し

県内全域を３４０グリッド化
各グリッドへの担当者配置による

全企業訪問の実施（６万社）
渉外担当者は１日１０件（新規先３先）を訪問
きめ細かな渉外活動により接点を拡大し

取引先の支援を強化

「面営業」の徹底 融資部「企業支援室」による経営改善支援
～地銀トップレベルの再建支援スキル～

０５～０８年度上期 主な経営改善支援終了案件

～支援実施時債権残高

 

総額約７５０億円～

主な再生手法 件数

経営改善計画によるリストラ完了 ５

事業譲渡・会社分割・M&A １７

私的整理ガイドライン １

DDS・DES ２

民事再生手続き ７

合

 

計

 

（含む計画スタート案件） ３２件

リテール先の経営改善支援を強化
～大口先から中堅以下先へ支援対象を拡大～

融資部「企業支援室」を増員し地区担当を設定
各営業店の取引先経営改善計画策定を指導

０８年度経営改善計画策定先として要注意先を
中心に４４０社を新たに指定

大口先など１１０先を企業支援室が個別担当し
経営改善を促進

金融再生法開示債権
５５０先／１，２００億円を対象

債務者区分ランクアップを徹底
予兆管理によるランクダウンを防止
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中小企業支援の強化②中小企業支援の強化②

４月 長野県制度資金「経営健全化支援資金（原油・原材料高対策）」取扱開始
８月 「原油・原材料高緊急対策支援資金」（プロパー資金）取扱開始

１０月３１日時点

 

２５９件／４４億円実行

１０月３１日時点
１，０９４件／３，１４７百万円実行

（内、新規先

 

３７５件／１，２１９百万円）

0

1,000

2,000

3,000

07/11 08/1 08/3 08/5 08/7 08/10

実行累計額（百万円）

スコアリング商品「スーパースピードＭＡＸ」

原油・原材料高緊急対策関連資金（プロパー・保証付）

ビジネスマッチング

 

～豊富な実績により、取引先の商談を支援～

商談会 開始 直近開催状況

信州「食」の商談会（長野県内各地） ０６年 ０８年１０月

 

第５回（長野市）

 

８３社出展

地方銀行ﾌｰﾄﾞｾﾚｸｼｮﾝ（東京国際フォーラム） ０６年 ０８年１１月

 

第３回（地銀１４行共催）３４５社出展（内、当行３９社）

東京ビジネスサミット（東京ビッグサイト） ０６年 ０７年１０月

 

参加２回目

 

県内３７社出展（内、当行６社）

中国ビジネスマッチング（中国上海市） ０５年 ０７年１２月

 

１０６社出展（内、当行２２社）

日本食品展示商談会ＩＮ上海（中国上海市） ０７年 ０８年７月

 

１５３社出展（内、当行１２社）

日系企業ビジネス交流会（中国広東省） ０７年 ０８年６月

 

１４４社出展（内、当行１９社） 400

600

800

07/上 07/下 08/上

マッチング成約件数
（件）

７９２件

３，１４７百万円
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個人営業態勢の強化個人営業態勢の強化

個人リテール専門拠点の拡充

５月 ８２プラザ浅川若槻
９月 ８２プラザ佐久中央
１０月 ８２プラザ上田東

８２プラザ伝馬町
１２月 ８２プラザ南松本

「８２プラザ」５拠点設置
～県内１２拠点順次開設～

松本営業部 開設済
５月 「８２プラザ浅川若槻」内
６月 「伊那市駅前支店」内
９月 「飯田駅前支店」内

八十二証券共同店舗
４拠点設置

「顧客担当制」導入

「８２プラザ」・「ローンプラザ」（計１２拠点 ４～９月実績）
販売実績

投資信託

 

１８０件／３６９百万円
保険

 

１８２件／６７４百万円
公共債

 

４２０件／１，２６６百万円
住宅ローン

 

１，５６５件／２７０億円
その他ローン

 

１，０９３件／３３億円

八十二証券（全店） ４月～１０月実績
～共同店舗による相乗効果拡大～

証券口座開設数 ７３７口座
銀行紹介取次件数 １，０９１件

「エリア営業店制」導入

専門性を高めた人材の再配置

県内・新潟全地区２４エリアに導入
効率化・・・エリア営業店制による人員の再配置
専門化・・・休日営業相談機能専門化拠点

「８２プラザ」を設置

個人分野の人員を１００名増員 ６３０名体制
（０８～１０年３月末）

０８年９月末現在

 

４０名増員済み

１０月 「顧客担当制」順次導入
店頭・渉外担当者１名当たりお客さま３５０名を担当

（総対象先数

 

１２万名）

●投資型商品の推進・アフターフォローの再徹底により
長期的なお客さまとの信頼関係を構築
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事務改革プラン

融資業務改革

事務工程を全面的に見直し
「お客さま・職員にやさしい事務」を実現

０８年９月 じゅうだん会「新融資支援システム」共同化合意
～じゅうだん会初の分散系システム共同化～

案件組成や実行等の融資業務に関する業務負担を削減
案件組成レベルの向上や定型商品以外での案件審査のスピードアップ
業務負担軽減によるお客さま対応時間の拡大やサービス向上

「新融資支援システム」
導入効果

「新融資支援システム」
導入効果

システムの特徴 アラーム機能（途上与信管理の強化）
勘定系システム連結により、リアルタイムでアラームを発信

２０１０年度上期に全店導入予定
融資業務に関する事務負担を約３０％削減

約２００名程度の
後方事務負担を削減（現在約９００名の事務量）

事務改革プランで目指す
「新営業店態勢」

事務改革プランで目指す
「新営業店態勢」

≪≪ペーパーレス≫≪オペレーションレス≫ペーパーレス≫≪オペレーションレス≫
あらゆる事務・手続きをイメージ処理化し、事務工程を大幅に削減

ナビゲーション・ガイダンス機能
融資業務全般のスキルアップを強力にサポート

本部・営業店パソコンと基幹系（勘定系・情報系）を連結
日々の取引状況を含め、タイムラグのない情報共有を実現
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